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井二次大物田本の行動托の朝  

機会を失u鰭淵抑   

01腿4 粗1臓湊晋平MMm馳癖  
。同卜戦法速くり返し用いる（ガ島砲撃；樹  

牒醐掬財廟秘しく、戦力を拍ねた㈱   
③日。米の国力、生産力、補給力（房勤顎掛凱  

乱 珊瑚珪藍補給能九性飴7勘笥糾初め  

た。  

b．飛行場の趨設スピード、鮒‘る幅船の修哩・  

椒論功（拐勤笥傭た。  
n レーダを中心とする武誇システムあるいは斯  

き等親飴儲疎臓剛めた。  

＆衛生品。食棚田ヒ   
喀政府中枢部門ほ戦局の前途に対する対応能力が不  

足鰍。  
乱繕柳瀬珊瑚机次の醐足。  

．  

界僻を強いられヒ  

c 陸軍とさ睡抑－一致  

陸斡まアジア酬浄を掛観梅軍  

はGFの主力で＝敏の主力抱隊との決戦鮭扇塵  

鬼瑚舶隠棚ごついての戦  

略がなく、ぱらばらl動た。米国は淘病菌の  

活動を中心に海軍および陸軍が協力して支援  

した。  

且陸軍と瀬棚扮のまずさ  
劣弱な国的のもとで生産される類瞭と、両方  

が取り合いをし棚卸喫力を怠った  

e．欄睡醐 日  

日。独がばらばらI潤し連合国のごとく  

密接な憾めが異られなかった。  
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6）戸部良一他「失敗の本乳，ダイヤモンド社  

（1弼 他  

まえがき   

筆掛捌抑を抄拉年6月のミッド  

ウェイ淘戦から1減申札L体GF長唐の戦死までと  

区分する。   

この斯乳日割榔掛淵経とったが．ミ  
ッドウェイ働こ敗れ軌勅；姫挫したやがて  

8月のガ列Lカプリ働こ米軍が月睦して連合軍の反攻  

が初まり、ソロモン楓商お秤粧鰯疫病瑚㈱が  

闘われたが．日本は別個温制空随を得ることカ叩き  
ずロジスティックに失敗胱   

これと並行して地中海地域および東部戦線で独が  

敗れたのが注目され乱独は北阿でロンメノ腐こ  

より優勢となったが．地榊摘掩蜘て補給  
が続かず敗退した。東剛をとったが  

作嘲打嘲帽的ミスから勝則の機会を失しやがてスタ  

ーリングラードの組   

この総監国力に劣る日狐は敗戦が不可避のものと  

なった。   

決鰍）日本醐  
①紹翰こ待たせっかくのチャンスと雑好のポジシ   

ョンを、油断と注意力を欠く行掛こよって英裕こ失   

っていった。   

掃こミッドウェイ拘戦では   

乱 我方の戦力の過信から兵力とアリューシャン  

方面とミッドウェイに分散して敗他   

b．情報漏洩に対する注意力不足から米劉こ情報  
力嘲れ待機されで摘已   

c 不運と掲誤が連なり、戦敗失胱  
（∋米車の西南太平洋からの反攻の時期をみあまま   

り、我方のロジスティックス能力の限界から、兵力   

の逐次投入を図り敗他   

孔 離職であった。両醐純忠   
想と思惑が異なりばらばら㈱た   

b．ロジスティック能力に欠け∴物資補給や陸揚げ   
肯醐朋経失した．加療対策   
能力がなく朝諷より航した人が多かっ  

た．   

c 幹部・参勤澗鼎掟通じ側に欠は   
碩酎ヒした肺ここだわった。   

。柳津へのこだわり㈱  
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ミッドウェイ海戦の意義  

日本   米国   

破竹の攻勢の終焉   日本の攻勢の終止符   

勝敗の岐路   日米海軍勢力の均衡   

以後の戦局への駐鉄   以後の日本の作戦を南太平洋に限定   

決戦期の主要海戦  

地域  名称  月日  判定  批評  

l■Il部太平洋  ミッドウェイ海戦  6、6  敗北（2：8） 日本攻勢の終焉  

ソロモン海域 第1次ソロモン海戦 8、8  勝利（8：2） 戦術的勝利  

第2次ソロモン海戦 8、24 引分け（5：5） 翰途に暗雲  

陸軍を揚陸できす  

サボ島沖海戦   10、11 負 （4：6■） 先制されるも  

■よく健闘  

南太平洋海戦   10、25  勝利（7：3） 戦術的勝利  

第3次ソロモン海軌11、12 引分け（5：5） 戦略的には不成功  

～11、14  

ルンガ沖海戦   11、30  勝利（8：2） 戦術的勝利  

ガダルカナル島の陸上戦阿  

人 000以上  60、00㌔  
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